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春
の
日
差
し
が
柔
ら
か
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
照�

す
四
月
五
日
に
、
中
村
学
園
大
学
・
中
村
学
園�

短
期
大
学
の
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。
あ
る
人
は�

両
親
と
、
ま
た
あ
る
人
は
友
達
と
満
開
の
桜
並�

木
の
下
を
く
ぐ
り
、
入
学
式
が
行
わ
れ
る
体
育�

館
へ
向
か
う
。
新
入
生
の
顔
は
笑
顔
で
あ
ふ
れ�

て
い
た
。�

　
入
学
式
で
、
山
元
学
長
か
ら
大
学
生
活
の
心�

得
に
つ
い
て
　

（一）
目
的
意
識
を
も
つ
こ
と�

（二）
建
学
の
精
神
を
体
現
し
て
い
く
こ
と

（三）
自�

学
・
自
習
の
姿
勢
を
も
つ
こ
と
と
訓
示
が
あ
り
、�

「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て�

知
る
こ
と
を
欲
す
る
」
と
い
う
ア
リ
ス
ト
テ
レ�

ス
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
「
知
り
た
い
と
い
う�

欲
求
を
満
足
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
、
新
入
生
に�

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。
ま
た
、
児
童
教
育
学
専�

攻
の
吉
田
悦
子
さ
ん
が
さ
わ
や
か
に
、
新
入
生�

代
表
の
宣
誓
を
お
こ
な
っ
た
。�

　
式
が
終
わ
る
と
早
速
、
在
学
生
が
サ
ー
ク
ル�

の
勧
誘
を
す
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
受
け
ら
れ
、�

新
入
生
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情
で
中
村
学
園�

の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
い
た
。�

　
大
学
院
栄
養
科
学
研
究
科
の
入
学
式
が
四
月
六
日
、
中�

央
本
館
大
会
議
室
で
行
な
わ
れ
た
。�

　
今
年
の
新
入
生
は
十
名
。
う
ち
大
学
新
卒
者
は
七
名
、�

既
卒
者
は
三
名
で
あ
っ
た
。
新
入
生
の
中
に
は
、
保
健
婦�

・
看
護
婦
・
教
員
の
仕
事
を
し
、
さ
ら
に
青
年
海
外
協
力�

隊
員
の
経
歴
も
あ
る
児
玉
寛
子
さ
ん
の
よ
う
に
ユ
ニ
ー
ク�

な
方
も
い
る
。�

　
谷
口
巳
佐
子
栄
養
科
学
研
究
科
長
は
訓
示
の
中
で
、「
し
っ�

か
り
勉
学
に
励
み
、
栄
養
学
の
指
導
者
と
し
て
、
育
っ
て�

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
生
活
に
向
け
て�

期
待
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。�
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中
村
学
園
は
今
年
創
立
四
十
周
年
を�

迎
え
ま
し
た
。
中
村
学
園
の
歴
史
を
振�

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
昭
和
二
十
九
年�

四
月
に
学
園
祖
中
村
ハ
ル
先
生
が
、「
戦�

後
の
日
本
の
復
興
は
国
民
の
体
位
向
上�

か
ら
」
と
、
（
福
岡
高
等
栄
養
学
校
）�

を
開
校
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
わ�

ず
か
三
年
後
に
は
発
展
的
に
福
岡
高
等�

栄
養
学
校
を
廃
止
し
、
新
た
に
（
中
村�

栄
養
短
期
大
学
）
を
開
学
。
短
期
大
学�

は
、
そ
の
後
、
家
政
科
の
設
置
と
共
に
、�

名
称
を
へ
中
村
学
園
短
期
大
学
〉
と
改�

め
（
昭
和
四
十
二
年
四
月
）
、
幼
児
教�

育
科
の
設
置
（
昭
和
四
十
四
年
四
月
）�

を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。�

　
学
園
発
祥
の
地
は
、
現
在
で
は
中
村�

学
園
女
子
高
等
学
校
の
寄
宿
舎
〃
水
仙�

寮
〃
と
な
っ
て
お
り
、
「
中
村
学
園
此�

の
地
に
始
ま
る
」
の
記
念
碑
が
建
っ
て�

い
ま
す
。�

　
一
方
、
中
村
学
園
大
学
は
、
人
づ
く�

り
の
基
と
な
る
児
童
学
科
、
身
体
づ
く�

り
の
基
と
な
る
食
物
栄
養
学
科
の
二
学�

科
を
擁
す
る
家
政
学
部
と
し
て
、
昭
和�

四
十
年
四
月
開
学
し
ま
し
た
。
そ
の�

後
、（
あ
さ
ひ
幼
稚
園
）
（
壱
岐
幼
稚
園
）�

が
大
学
付
属
幼
稚
園
と
し
て
開
園
し
て�

い
ま
す
。�

　
大
学
、
短
期
大
学
以
外
で
は
、
中
等�

教
育
に
於
い
て
は
男
女
別
学
の
方
が
教�

育
効
果
が
大
で
あ
る
と
の
考
え
に
基
づ�

き
、（
中
村
学
園
女
子
高
等
学
校
）（
昭�

和
三
十
五
年
四
月
）、（
中
村
学
園
三
陽�

高
等
学
校
）
（
男
子
校
、
昭
和
六
十
一�

年
四
月
）
を
開
校
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
に�

中
学
校
を
併
設
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
中
村
学
園
に
は
学
校
以
外
に�

収
益
事
業
を
営
む
（
中
村
学
園
事
業
部
）�

（
昭
和
三
十
四
年
一
月
開
設
）
が
あ
り
、�

教
育
事
業
に
対
し
、
寄
付
を
通
し
て
多�

大
の
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。�

　
現
在
、
学
生
、
生
徒
、
園
児
の
総
数�

約
六
千
八
百
名
、
教
職
員
数
三
百
九
十�

名
（
他
に
事
業
部
職
員
三
百
五
十
名
）�

の
規
模
を
誇
る
学
園
へ
と
発
展
し
て
い�

ま
す
が
、
今
日
に
至
る
道
程
に
は
平
坦�

な
箇
所
は
一
つ
と
し
て
な
く
、
あ
ら
ゆ�

る
困
難
を
乗
り
越
え
て
よ
う
や
く
た
ど�

り
つ
い
た
も
の
で
す
。
　
こ
の
間
、
教�

職
員
O
B
・
後
援
会
の
方
々
・
卒
業
生�

を
始
め
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
方
に
お�

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
の�

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
四
十
周
年
の
事
業
に
つ
い
て
述
べ
る�

前
に
、
過
去
の
周
年
事
業
に
つ
い
て
若�

干
ふ
れ
て
お
き
ま
す
。
ま
ず
十
周
年
で�

す
が
、
こ
の
時
は
ま
だ
草
創
期
で
も
あ�

り
、
周
年
事
業
を
行
う
ほ
ど
の
ゆ
と
り�

も
な
く
、
学
内
に
於
い
て
記
念
式
典
を�

催
し
た
だ
け
で
し
た
。�

　
二
十
周
年
を
迎
え
る
頃
に
は
よ
う
や�

く
学
園
の
基
礎
も
固
ま
っ
て
き
た
よ
う�

で
す
。
記
念
事
業
と
し
て
は
、
二
十
年�

誌
の
編
纂
を
行
っ
て
い
ま
す
。
既
に
、�

三
年
前
、
ハ
ル
先
生
は
満
八
十
七
歳
で�

学
長
・
理
事
長
現
役
の
ま
ま
、
教
育
一�

筋
の
人
生
を
閉
じ
て
い
ま
し
た
。
学
園�

祖
亡
き
あ
と
、
学
園
の
教
育
方
針
の
根�

幹
を
成
す
も
の
と
し
て
「
中
村
学
園
建�

学
の
精
神
」
を
制
定
し
、
二
十
年
誌
の�

グ
ラ
ビ
ア
に
収
録
し
ま
し
た
。�

　
三
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
は
、�

三
十
年
誌
の
編
纂
と
と
も
に
、
奇
し�

く
も
ハ
ル
先
生
の
生
誕
百
年
に
あ
た
る�

年
だ
と
い
う
こ
と
で
、
菩
提
寺
で
あ
る�

早
良
区
藤
崎
の
千
眼
寺
に
霊
塔
を
建
立�

し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
時
以
来
、�

創
立
者
を
「
学
園
祖
」
と
尊
称
す
る
様�

に
な
り
ま
し
た
。
以
上
が
過
去
の
周
年�

事
業
の
内
容
で
す
。�

　
さ
て
四
十
周
年
の
今
年
で
す
が
、
一�

般
に
四
十
周
年
と
は
、
半
世
紀
と
い
う�

重
み
が
あ
る
五
十
周
年
と
、
日
本
で
は�

比
較
的
響
き
の
良
い
三
十
周
年
と
に
挟�

ま
れ
て
、
今
一
つ
盛
り
上
り
に
欠
け
る�

様
で
す
。
本
学
園
に
於
い
て
も
式
典
等�

は
、
抑
え
た
も
の
に
す
る
予
定
で
す
。�

し
か
し
、
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
四�

十
年
誌
の
編
纂
だ
け
で
は
な
く
、
今
、�

学
園
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
か
な
け
れ�

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
実
施
す
る
こ
と
に�

い
た
し
ま
し
た
。�

　
そ
れ
は
、中
村
学
園
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ�

テ
イ
を
明
確
に
し
、
目
に
見
え
る
も
の�

と
す
る
、
即
ち
中
村
学
園
C
I
企
画
の�

推
進
と
い
う
こ
と
で
す
。
四
十
周
年
と�

い
う
節
目
は
、
た
し
か
に
中
途
半
端
な�

も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
中
村
学
園�

に
と
っ
て
は
、
非
常
に
重
要
な
タ
ー
ニ�

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
は
ず
で
す
。�

　
私
学
に
吹
く
風
は
、
ほ
ぼ
中
村
学
園�

四
十
周
年
を
境
に
順
風
か
ら
逆
風
へ
と�

変
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
子
供
の
数
の
激
減�

に
加
え
、
行
政
の
財
政
難
に
よ
る
補
助�

金
減
少
、
長
期
不
景
気
に
よ
る
国
公
立�

志
向
の
復
活
等
で
す
。
な
か
で
も
子
供�

の
数
の
減
少
は
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー�

ム
の
ピ
ー
ク
（
昭
和
四
十
九
年
生
ま
れ
）�

二
百
五
万
人
に
対
し
、
昨
年
生
ま
れ
た�

子
供
の
数
は
六
割
以
下
の
百
二
十
万
人�

以
下
と
い
う
現
状
に
明
確
に
表
れ
て
お�

り
、
私
学
の
危
機
ど
こ
ろ
か
、
日
本
国�

の
存
亡
さ
え
問
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
一
つ
、
中
村
学
園
独
自
の
問
題
と�

し
て
、
新
設
の
男
子
校
の
存
在
が
あ
り�

ま
す
。
学
園
内
部
に
対
し
て
は
、
新
設�

の
学
校
を
加
え
た
〈
和
の
創
造
〉
、
学�

園
の
外
部
に
対
し
て
は
、
男
子
校
を
加�

え
て
〈
新
し
い
中
村
学
園
の
イ
メ
ー
ジ
〉�

を
訴
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、�

中
村
学
園
C
I
企
画
の
推
進
に
よ
り
、�

新
た
に
学
園
共
通
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、�

ロ
ゴ
タ
イ
プ
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。�

共
通
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
ロ
ゴ
タ
イ�

プ
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
園
内�

各
学
校
の
連
帯
感
が
強
ま
る
こ
と
、
対�

外
的
に
は
、
中
村
学
園
全
体
の
イ
メ
ー�

ジ
を
鮮
明
に
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
期�

待
し
て
い
ま
す
。
私
学
冬
の
時
代
を
生�

き
抜
く
為
の
必
須
条
件
は
、
も
ち
ろ
ん�

教
育
と
研
究
の
質
の
向
上
で
す
が
、
今�

後
は
、
イ
メ
ー
ジ
と
共
に
、
中
村
学
園�

の
教
育
と
研
究
に
つ
い
て
正
し
く
広
報�

す
る
こ
と
も
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
考�

え
て
い
ま
す
。�

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
よ
り
楽
し
い
も�

の
に
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
中
村
学
園
に
と
っ
て
、
四
十
周
年
は�

一
つ
の
節
目
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
次
な
る�

五
十
周
年
へ
向
け
て
ど
う
行
動
す
る
か
、�

ど
う
変
革
す
る
か
が
重
要
で
す
。
特
に�

中
村
学
園
大
学
・
中
村
学
園
短
期
大
学�

に
と
っ
て
は
、
科
学
技
術
の
進
歩
、
情�

報
化
、
国
際
化
の
進
展
の
中
で
、
高
等�

教
育
へ
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
ど
う
対
応�

す
べ
き
か
が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。�

教
育
・
研
究
の
ソ
フ
ト
面
と
し
て
、
ゼ�

ミ
形
式
の
双
方
向
教
育
、
パ
ソ
コ
ン
利�

用
教
育
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
に�

よ
る
英
語
教
育
等
々
、
ま
た
ハ
ー
ド
面�

と
し
て
は
、
都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し�

て
の
高
層
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
校
舎
、�

厚
生
施
設
と
し
て
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ�

ム
等
、
推
進
す
べ
き
こ
と
は
山
積
し
て�

い
ま
す
。
次
な
る
十
年
も
、
よ
り
一
層�

の
着
実
な
る
歩
み
を
続
け
た
い
も
の
で�

す
。�

�

※
　
C
I
�

　
　C

orporate identity�

　
法
人
・
団
体
な
ど
が
、
組
織
の
活
性�

化
と
イ
メ
ー
ジ
の
統
合
を
図
る
こ
と
に�

よ
り
、
そ
の
存
在
を
印
象
づ
け
る
た
め�

の
総
合
的
な
戦
略
。�

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
組
織
の
現
状
を�

把
握
し
た
う
え
で
、
今
後
の
方
向
性
を�

し
っ
か
り
と
見
据
え
、
周
囲
に
認
知
し�

て
も
ら
う
た
め
に
、
ロ
ゴ
タ
イ
プ
・
シ�

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
が
開
発
さ
れ
る
。�

　
学
園
C
I
企
画
の
次
に
、こ
れ
を
ベ
ー�

ス
と
し
た
大
学
・
短
期
大
学
独
自
の
U
�

I（
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ�

テ
イ
）へ
の
展
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

例
え
ば
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ソ
ン
グ
・
マ
ス�

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ス
ク
ー
ル
カ�

ラ
ー
の
策
定
で
す
。
こ
こ
ま
で
く
る
と�

夢
は
さ
ら
に
広
が
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ�

な
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ッ
ズ�

（
文
房
具
・
ウ
ェ
ア
・
小
物
類
）
が
、�
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　高齢化が進むにつれ、人々の健�
康に対する関心は、より高まって�
きている。このような社会におい�
ては、いかにして病気にかからな�
いようにするか、または、いかに�
早期に病気の治療を行なうかが課�
題である。現在、ヒトのからだに�
ついては、病院などで詳しい情報�
を得ることができるが、病気の予�
防という点に関しては、これらの�
情報だけでは、充分とはいえない�
　最近、科学雑誌などでヒユーマ�
ン・ゲノム・ブロジエクトと呼ば�
れる国際協力計画を見かけるよう�
になってきた。ゲノムとは遺伝子�
の総体である。遺伝子は生命体を�
構築する上で、設計図として、ま�
た作業行程表としての役割を票た�
しており、さらに構築物の管理・�
運営も行なつている。この計画は�
ヒトの持つ全遺伝子の構造と機能�
を明らかにする。つまり、遺伝情�
報を担うデオキシリボ核酸（DN�
A）の全情報を解読し、それを人�
類の幸福のために役立てようとい�
うものである。ヒトの全遺伝情報�
はおよそ10万といわれており、現�
在、このうちの４干程度が明らか�
にされている。この残りの情報が�
解読されれば、あらゆる病気の診�
断や治療に役立つだろう。�
　近い将来には、私たち個人の全�
遺伝情報が解読され、遺伝子診断�
が行なわれるようになることが考�
えられる。これを基にして、あら�
ゆる病気、例えば、成人病などが�
発病前に予測可能となるため、栄�
養士の指導により食生活に注意す�
ることで、その発病を抑えたり、�
また、その時期を大幅に遅らせた�
りすることも可能となるであろう�
その際には、情報を受ける側も専�
用的データーを理解するための努�
力が必要となる。さらに、プライ�
バシーや倫理性などの問題につい�
ても、克服しなければならなくな�
るであろう。�
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私
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
し
な
や
か
に
生�

き
る
こ
と
。
こ
の
大
学
院
に
入
学
す
る�

ま
で
に
私
は
、
短
大
で
看
護
学
を
専
攻�

し
、
さ
ら
に
大
学
通
信
教
育
で
教
育
学�

を
学
び
ま
し
た
。
卒
業
後
は
社
会
人
と�

し
て
、
看
護
婦
、
保
健
婦
、
教
員
と
い
っ�

た
職
業
に
就
い
た
経
験
も
持
っ
て
い
ま�

す
。�

　
ま
た
そ
の
間
、
青
年
海
外
協
力
隊
に�

参
加
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
サ
バ
州
の
村�

落
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
り
ま
し�

た
。
こ
の
経
験
を
機
に
、
国
際
保
健
医�

療
協
力
へ
の
関
心
が
深
ま
る
一
方
、
学�

童
に
対
す
る
教
育
開
発
、
国
際
理
解
教�

育
や
「
開
発
と
女
性
」
問
題
に
も
興
味�

が
広
が
り
、
現
在
で
も
私
な
り
の
活
動�

を
続
け
て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
地
域
保
健
活
動
を
通
じ
て
、�

食
生
活
と
健
康
問
題
の
重
要
性
を
痛
感�

し
、
こ
の
大
学
院
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。�

特
に
食
生
活
を
規
制
す
る
諸
要
因
は
多�

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
大
学
院
で
は
、
食�

生
態
学
的
視
点
に
立
っ
た
健
康
と
生
活
、�

食
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
研
究
す
る�

た
め
、
健
康
増
進
科
学
部
門
を
専
攻
し�

ま
す
。
こ
れ
か
ら
二
年
間
の
学
生
生
活�

を
様
々
な
分
野
の
人
た
ち
と
の
出
会
い�

を
大
切
に
、
マ
イ
ベ
ー
ス
で
が
ん
ば
り�

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
　
　
　
（
大
学
院
　
児
玉
　
寛
子
）�

　
最
初
、
自
宅
（
佐
賀
）
か
ら
通
お
う�

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
交
通
費
や
時�

間
を
か
け
て
通
う
よ
り
ト
ク
か
も
し
れ�

な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。�

　
学
校
が
終
っ
て
か
ら
は
、
部
活
（
軟�

式
庭
球
部
）
に
行
っ
た
り
、
買
い
物
に�

行
っ
た
り
、
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し�

て
、
寮
で
く
つ
ろ
い
で
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
他
大
学
か
ら
合
同
コ
ン
パ
の�

お
さ
そ
い
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
寮�

生
は
モ
テ
モ
テ
！�

　
食
事
の
支
度
は
、
寮
生
の
当
番
制
に�

な
っ
て
い
て
、
寮
専
任
の
栄
養
士
の
指�

導
で
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
っ
て�

い
ま
す
。�

　
七
夕
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
、
一�

人
暮
ら
し
で
は
味
わ
え
な
い
色
々
な
イ�

ベ
ン
ト
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
今
か
ら�

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。�

　
　
（
短
期
大
学
　
幼
児
教
育
科�

　
　
　
　
　
　
一
年
　
藤
瀬
　
有
佳
）�

　
短
期
大
学
に
入
学
し
た
ら
、
絶
対
に�

運
動
系
の
サ
ー
ク
ル
に
入
ろ
う
と
思
っ�

て
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
話
ゐ
聞
い
た
な�

か
で
、
寮
の
先
輩
か
ら
「
バ
ス
ケ
ッ
ト�

ボ
ー
ル
愛
好
会
は
楽
し
ん
で
や
っ
て
る
」�

と
い
う
話
を
聞
き
、
ま
た
私
自
身
も
中�

学
校
時
代
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し�

て
い
ま
し
た
。�

　
最
初
は
、
つ
い
て
い
け
る
か
ど
う
か�

心
配
で
、
友
達
四
人
と
見
学
に
行
っ
た�

の
で
す
が
、
そ
こ
で
先
輩
か
ら
「
入
部�

す
る
よ
ネ
」
と
言
わ
れ
て
、
そ
の
ま
ま�

部
員
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。�

　
週
二
回
シ
ュ
ー
ト
の
練
習
や
、
試
合�

形
式
の
練
習
を
行
っ
て
お
り
、
先
輩
は
、�

て
い
ね
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま�

す
。
終
わ
っ
た
ら
モ
ッ
プ
か
け
を
し
て
、�

サ
ー
ク
ル
の
友
達
と
一
緒
に
帰
っ
て
い�

ま
す
。
今
、
行
わ
れ
て
い
る
リ
ー
グ
戦�

に
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
が
、
応
援
に
は�

出
か
け
る
つ
も
り
で
す
。�

　
ま
だ
、
入
部
し
た
ば
か
り
な
の
で
す�

が
友
達
も
同
じ
ク
ラ
ス
や
寮
以
外
に
も�

い
り
い
り
で
き
た
り
し
ま
し
た
。
先
輩�

も
優
し
い
し
、
二
年
間
こ
の
サ
ー
ク
ル�

で
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
入
学
し
て
十
一
日
目
。
期
待
と
不
安�

で
迎
え
た
宿
泊
研
修
。
友
達
は
で
き
る�

か
な
？
　
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画�

は
う
ま
く
い
く
か
な
？
　
唐
津
に
着
き
、�

ま
ず
ク
ラ
ス
別
に
な
っ
て
自
己
紹
介
。�

み
ん
な
顔
を
赤
く
し
な
が
ら
、
一
生
懸�

命
、
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。�

　
さ
あ
、
待
っ
て
い
ま
し
た
今
日
の
メ�

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー�

ム
！
う
ま
く
い
き
ま
す
よ
う
に
…
。�

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
を
囲
ん
で
ク
ラ�

ス
別
の
出
し
物
が
始
ま
っ
た
。
ア
ブ
ラ�

ハ
ム
を
踊
る
ク
ラ
ス
も
あ
れ
ば
、
か
え�

る
の
歌
を
輪
唱
す
る
ク
ラ
ス
も
あ
っ
て�

浜
辺
は
笑
い
の
渦
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。�

お
次
は
、
カ
ラ
オ
ケ
し
り
と
り
。
バ
ツ�

ゲ
ー
ム
は
尻
文
字
な
も
ん
で
、
み
ん
な�

一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
っ
た
。
一
日
目�

の
ラ
ス
ト
を
飾
っ
た
の
は
、
フ
ォ
ー
ク�

ダ
ン
ス
。
一
人
一
人
が
手
を
つ
な
ぎ
円�

に
な
っ
て
コ
サ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
の
よ
う�

に
軽
や
か
に
踊
っ
た
。
こ
れ
が
ま
さ
し�

く
世
界
に
広
げ
よ
う
友
達
の
輪
！
　
一�

日
目
の
夜
は
、
大
成
功
に
終
わ
っ
た
。�

　
二
日
目
、
朝
六
時
三
十
分
か
ら
浜
辺�

で
地
引
き
網
。
み
ん
な
ね
む
た
い
目
を�

こ
す
り
な
が
ら
懸
命
に
引
い
た
。
小
魚
、�

ふ
ぐ
、
い
か
、
く
ら
げ
な
ど
が
か
か
っ�

て
い
た
。
こ
の
小
魚
達
は
こ
の
後
の
朝�

食
に
唐
揚
げ
に
な
っ
て
出
た
ら
し
い
？�

　
さ
あ
第
二
の
難
関
、
砂
浜
運
動
会
。�

こ
れ
も
、
う
ま
く
い
っ
て
下
さ
い
…
。�

消
化
訓
練
レ
ー
ス
（
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
）�

で
み
ん
な
必
死
に
な
っ
て
競
っ
た
。
こ�

れ
だ
っ
た
ら
火
事
に
な
っ
て
も
大
丈
夫�

！
　Ｐ
Ｋ
ゲ
ー
ム
。み
ん
な
き
ゃ
あ
き
ゃ�

あ
言
い
な
が
ら
思
い
っ
き
り
サ
ッ
カ
ー�

ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
い
た
。ラ
ス
ト
は
キ
ッ�

ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
。
砂
ま
み
れ
に
な
っ�

て
、
少
年
の
よ
う
な
顔
で
遊
ん
で
い
た
。�

　
無
事
に
、
こ
の
研
修
を
終
え
る
こ
と�

が
で
き
た
。
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
た�

し
、
み
ん
な
楽
し
く
、
完
全
燃
焼
し
て�

く
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
。�

　
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
研
修
で
い
ろ
ん�

な
体
験
を
し
、
は
じ
け
ち
っ
て
、
今
後�

の
学
校
生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
し
ま�

し
ょ
う
。�

　
　
（
短
期
大
学
　
食
物
栄
養
科�

　
　
　
　
　
一
年
　
青
木
　
幸
枝
）�

　
た
ま
に
は
音
楽
を
お
も
い
っ
き
り
ボ�

リ
ュ
ー
ム
を
上
げ
て
聞
き
た
い
こ
と
が�

あ
る
け
ど
、
集
団
生
活
に
は
ガ
マ
ン
も�

大
事
。
毎
日
が
修
学
旅
行
の
よ
う
な
も�

の
で
、
友
達
と
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
や
っ�

て
い
ま
す
。�

　
先
輩
か
ら
は
、
学
校
の
授
業
や
生
活�

の
こ
と
な
ど
、ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
っ�

て
ま
す
。
入
学
式
の
前
か
ら
た
く
さ
ん�

の
友
達
が
で
き
て
、
親
元
を
離
れ
て
も�

仲
間
が
い
る
か
ら
、
寂
し
く
な
い
で
す
。�

　
　
（
短
期
大
学
　
食
物
栄
養
科�

　
　
　
　
　
一
年
　
山
田
　
亜
月
美
）�
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　最近乳幼児の研究が進み、新生�
児も今まで知られていたより、ずっ�
と豊かな行動の潜在力をもち、能�
動的な行動の主体であるというこ�
とがわかってきた。�
　昨年（平成５年）４月NHK�
スペシャルという番組で「赤ちゃ�
んこのすばらしき生命が放映さ�
れ、新生児の“competence”�
（有能さ）について、詳細に見せ�
てくれた。�
　つい最近まで「人間の赤ちゃん�
は他の動物に比べて未熟な状態で�
生まれてくるので、何もわからず�
ただ眠ってばかりいる」というの�
が定説になっていだ。たしかに１�
日のうち17時間、71％は眠ってい�
るが、1980年代になると生後72時�
間以内の新生児に母親が舌を出し�
「オロロン」とあやすと、それを�
見て、舌を出すことを模倣する行�
動が出現するといった報告がされ�
るようになり、1984年になると、�
１～３力月児に顔図版を用いて舌�
出しの模倣実験をしたところ、目�
と舌の動きに注目した後、赤ちゃ�
んが舌出しをするようになり、１�
カ月児から３カ月児へと反応が増�
大することがわかってきた。�
「赤ちゃんこのすばらしき生命」�
ではこれらの成果をリアルに示し�
てくれたし、その他、胎内期に習�
得した聴感覚によるリズム感や運�
動リズム感覚や初期歩行等が生後�
間もなくから発現し、今まで生理�
的反射として片づけられていたこ�
とが、実は学習したものであって、�
赤ちゃんは何も知らないところか、�
本当は有能であるということを知�
らされた。�
　このように赤ちゃんの有能さを�
目の前に示されると、お母さん方�
がより早く、より高く、より立派�
にと願うあまり、やみくもに早期�
教育に駆りたてたりしたら弊害が�
出る。子どもの能力の発現に驚き、�
温かく育てることが大切である。�
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国
際
化
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
今
、�

英
語
は
、私
達
の
生
活
の
中
で
、コ
ミ
ュ�

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
言
語
と
し
て
必
要
な
国�

際
語
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
国
際
的
な
視
点
に
立
っ
て
物
事
を
考�

え
ら
れ
る
人
材
の
育�

成
と
英
語
の
習
得
を�

目
的
と
し
て
、
本
学�

が
四
年
前
か
ら
夏
休�

み
に
実
施
し
て
い
る�

海
外
語
学
研
修
と
文�

化
の
旅
も
、
今
年
は
、�

安
全
性
を
考
え
て
ア�

メ
リ
カ
か
ら
オ
ー
ス�

ト
ラ
リ
ア
に
変
更
い�

た
し
ま
し
た
。
滞
在�

中
は
ま
ず
約
三
週
間�

メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
で
英
語
の
研
修
を
受�

け
ま
す
。
授
業
は
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま�

で
週
五
日
、
午
前
中
三
時
間
一
ク
ラ
ス�

十
名
程
の
ク
ラ
ス
で
行
わ
れ
、
同
大
学�

の
講
師
が
指
導
・
教
授
に
当
た
り
ま
す
。�

宿
泊
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
オ
ー
ス
ト
ラ�

リ
ア
人
の
生
活
・
習
慣
・
文
化
等
に
直�

に
触
れ
る
こ
と
は
国
際
人
と
し
て
の
視�

野
を
広
げ
る
良
い
機
会
に
な
る
こ
と
で�

し
ょ
う
。�

　
こ
の
他
、
メ
ル
ボ
ル
ン
市
内
や
シ
ド�

ニ
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
島
な
ど
の
観
光
も�

あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
海
外
研
修
は
、
自
由
参
加
の
課�

外
学
習
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
、
本�

学
の
大
学
生
・
短
期
大
学
生
な
ら
ば
、�

学
科
・
科
に
関
係
な
く
誰
で
も
参
加
で�

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム�

の
変
更
に
よ
り
一
年
次
生
は
、
授
業
科�

目
「
英
語
・
文
化
海
外
研
修
」
の
単
位�

を
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま�

す
。�

　
日
程
は
七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月
二�

十
五
日
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参�

加
の
申
し
込
み
や
問
い
あ
わ
せ
は
、
西�

一
号
館
八
階
の
事
務
室
ま
で
。�

　
西
一
号
館
九
階
の
電
子
顕
微
鏡
室
に�

は
走
査
型
（JE

O
L
 JSM

-5400

）
と�

透
過
型
（JE

O
L JE

M
-1200E

X
 II

）�

の
二
台
の
電
子
顕
微
鏡
が
置
か
れ
て
い�

ま
す
。
走
査
型
は
、
動
物
の
臓
器
や
食�

品
な
ど
の
表
面
を
一
五
倍
か
ら
四
〇
万�

倍
の
倍
率
で
立
体
的
に
観
察
す
る
こ
と�

が
出
来
ま
す
。
透
過
型
は
、
厚
さ
一
μ�

m

以
下
の
超
薄
切
片
と
呼
ば
れ
る
非
常�

に
薄
い
試
料
を
作
成
し
、
電
子
線
を
真�

空
中
で
磁
場
レ
ン
ズ
に
よ
り
屈
折
さ
せ�

蛍
光
板
に
拡
大
像
を
結
ば
せ
る
も
の
で�

す
。
細
胞
内
の
構
造
な
ど
を
観
察
す
る�

こ
と
が
で
き
、
倍
率
は
一
〇
〇
万
倍
ま�

で
観
察
可
能
で
す
。�

　
こ
の
二
台
の
電
子
顕
微
鏡
は
学
外
に�

誇
れ
る
立
派
な
機
器
で
す
が
、
そ
れ
を�

利
用
す
る
た
め
に
は
試
料
作
成
等
の
技�

術
の
習
得
が
絶
対
に
必
要
で
す
。
現
在�

は
大
学
院
の
学
生
や
教
員
の
研
究
に
利�

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
行
わ
れ
て
い�

る
研
究
と
し
て
は
、
ラ
ッ
ト
な
ど
の
小�

動
物
の
組
織
を
用
い
て
試
料
を
作
成
し
、�

走
査
型
で
は
、
胃
壁
が
剥
が
れ
た
り
す�

る
現
象
、
す
な
わ
ち
胃
腸
粘
膜
の
障
害�

等
を
、
透
過
型
で
は
細
胞
内
の
脂
質
の�

取
り
込
み
や
代
謝
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー�

の
原
因
で
あ
る
食
物
性
抗
原
の
取
り
込�

み
や
輸
送
経
路
に
つ
い
て
の
研
究
な
ど�

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
動
物
組
織
以
外
で�

は
、
昨
年
度
卒
業
し
た
食
品
学
部
門
の�

大
学
院
生
が
、
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
に�

よ
る
パ
ン
生
地
の
観
察
を
行
い
ま
し
た
。�

　
身
近
な
施
設
と
は
言
い
難
い
電
子
顕�

微
鏡
室
で
す
が
、
是
非
電
子
顕
微
鏡
を�

使
っ
た
研
究
を
し
て
み
た
い
と
い
う
学�

生
は
、
大
学
院
へ
の
進
学
を
勧
め
ま
す
。�

ま
た
、
電
子
顕
微
鏡
室
前
の
廊
下
に
は�

山
元
学
長
が
撮
ら
れ
た
小
腸
粘
膜
の
吸�

収
表
面
の
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
写
真
が�

二
枚
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ�

る
方
は
是
非
見
に
来
て
下
さ
い
。�

（
食
物
栄
養
学
科
助
手
　
出
口
　
美
和
）�

用
試
験
に
合
格
し
て
、
こ
の
春
か
ら
家�

庭
科
の
教
員
と
し
て
教
壇
に
立
っ
て
い�

る
。
福
岡
県
教
委
に
よ
る
と
、
義
務
教�

育
課
程
で
男
性
の
家
庭
科
教
諭
が
誕
生�

し
た
の
は
初
め
て
。
泉
元
さ
ん
は
前
原�

市
の
市
立
前
原
中
学
校
に
着
任
し
て
、�

二
年
生
六
組
を
担
当
し
て
い
る
。�

広
川
小
学
校
に
教
諭
と
し
て
勤
務
し
て�

い
る
が
、
大
学
院
で
は
、
エ
イ
ズ
と
マ�

ス
メ
デ
ィ
ア
社
会
に
つ
い
て
研
究
し
て�

き
た
。�

「
エ
イ
ズ
に
関
す
る
マ
ス
コ
ミ
の
報
道�

を
、
私
達
は
情
報
と
し
て
受
け
取
り
ま�

す
が
、
こ
れ
は
人
権
と
も
大
き
な
関
わ�

り
を
も
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生
に
は
道�

徳
教
育
の
中
で
と
り
あ
げ
、
心
を
育
て�

る
教
育
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
」�

と
、
平
田
さ
ん
は
語
っ
て
い
た
。�

　
本
紙
第
一
六
号�

（
平
成
五
年
十
月�

発
行
）
で
「
ぼ
く�

は
家
庭
科
教
諭
を�

目
指
す
！
」
と
、�

将
来
の
夢
を
語
っ
て
く
れ
た
泉
元
栄
一�

さ
ん
。
見
事
、
福
岡
県
中
学
校
教
員
採�

　
大
学
児
童
学
科�

児
童
教
育
学
専
攻�

O
B
の
平
田
繁
さ�

ん
（
昭
和
五
十
七�

年
三
月
卒
）
が
、�

福
岡
県
教
育
委
員
会
か
ら
派
遣
さ
れ
、�

二
年
間
内
地
留
学
し
て
い
た
兵
庫
教
育�

大
学
大
学
院
（
修
士
課
程
）
を
終
了
。�

三
月
十
八
日
に
帰
福
挨
拶
の
た
め
本
学�

を
訪
れ
た
。�

　
平
田
さ
ん
は
、
福
岡
県
八
女
郡
の
下�
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